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市の人口 総数51,683人（男24,876・女26,807）世帯数14,906 (4 月30日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 
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り
ん
ご
の
人
工
授
粉
最
盛
期

の
五
月
十
四
日
、
森
田
市
長
は

市
内
を
巡
回
し
、
人
工
授
粉
の

現
地
督
励
を
行
い
ま
し
た
。
 

り
ん
ご
は
、
五
月
に
入
っ
て

か
ら
の
好
天
続
き
で
、
平
年
よ

り
一
、
一
百
開
花
が
早
ま
り
、
 

農
家
も
作
業
に
大
わ
ら
わ
。
 

森
田
市
長
は
「
良
い
り
ん
ご

が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
生
産
者
を
激
励
し
ま
 

し
た
。
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森
田
市
長
は
五
月
十
三
日
、
 

市
内
を
巡
回
し
田
植
え
の
現
地

督
励
を
行
い
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
が
 
「田
植
え
大
変

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。
三
年
続

き
の
豊
作
へ
向
け
て
農
作
業
に

励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
 

農
家
の
人
達
は
「
苗
の
生
育
も

良
く
、
こ
の
調
子
で
い
け
ば
昨

年
並
み
の
収
穫
が
期
待
で
き
そ

う
だ
」
と
明
る
い
表
情
で
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
月
十
四
、
十
九
の

両
日
は
、
吉
岡
助
役
が
市
内
を

巡
回
し
現
地
督
励
し
ま
し
た
。
 

'jん」ど生産者を．督励Iする 

森田市長（右）一梅田地区で …農家を励ます森田市長（左）…三好地区で 

青々とした草をはむ毘沙門牧場の牛 

ー
市
営
毘

沙
門

牧
場

ー
 

市
営
毘
沙
門
牧
場
で
五
月
十
一
二
日
、黒
毛
和
牛
の

放
牧
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
今
年
の
放
牧
の
安
全

を
祈
る
祈
願
祭
が
、
吉
岡
助
役
、
預
託
農
家
な
ど
約

五
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
雪
消

え
が
遅
か
っ
た
た
め
、
平
年
よ
り
五
日
ほ
ど
遅
い
放

牧
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
約
四
十
四
紛
の
同
牧
場
に
放
牧
さ
れ
た

の
は
、
成
牛
と
子
失
ロ
わ
せ
て
約
百
七
十
頭
で
、
青

々
と
伸
び
た
牧
場
の
草
の
上
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
 

た
 。

 一
方
、
市
営
玉
清
水
牧
場
で
は
同
月
二
十
日
か
ら

放
牧
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
両
牧
場
と
も
十
月
い
っ

ぱ
い
放
牧
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

血 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

⑥平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

（昭和59年10月 1日制定） 

ーーユー‘ 

市 民 憲 章 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り 

、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

Eげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

昭和61年 

No.6 16 

毎
号
と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

後
で

き
っ

と
お

役

に
立
ち

ま
す
 

，
 



農団地農道整備事業 

こ
の
事
業
（
県
が実
施
）
は
、
本
市
か
ら
木
造
町
な

ど
を
経
て
車
力
村
に
至
る
延
長
約
十
ニ
キ
ロ
屑
の
基
幹

的
な
農
道
を
整
備
す
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
七
年
度
か

ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
市
内
田
川
と
木
造
町
芦
屋
間
の
岩
木
川
に
橋
 

（新
津
軽
大
橋
）
を
建
設
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
橋
脚
四
基
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
橋
脚
の
残
り
一
基
と
橋台

一
基
を建
設
、
ま

た
来
年
度
は
、
橋
台
の
残
り
一
基
の
建
設
と
用
地
買
収

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
橋
が
で
き
る

と
西
郡
と
の
交
流
が
よ
り
円
滑
に
な
る
こ
と
か
ら
、本

事
業
の
早
期
完
成
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

津軽北音Ig地区広域営 

本
市
の
市
街
地
と

西
郡
は
、
 一
級
河
川

の
岩
木
川
で
分
断
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
両
地
域
を
結
ぶ
橋

は
現
在
の
と
こ
ろ
乾

橋

一
本
しか
あ
り
ま

せ
ん
。
 

こ
れ
に
加
え
て
、
 

国
道
一
〇

一
号
と「
1
 

三
九
号
が
市
街
地
を
 

戸
 

五所川原大橋の建設現場 

I 第616「】」 

 

目
覇
鰹
鯛
鰯
鯛耗
響
謁
議
 ×国
道
彊
号
五
所
川
原

ー
ノ

／
鶴
田
間
パ
イ
パ
ス
の
建
設
×
 

津
軽
西
北
五
地域
広
域
市
町
村
圏
（
五
所
川
原
市
を
中
心
と
す
る

一
市
六
町
七
村
）
の
隆盛
は
、
本
市
の
発
展
と
密
接
不可
分
の
関
係

に
あ
り
、
ニ
十
一
世
紀
に
向
けて
本
市
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
今後
は
、
従
来
に
も
増
し
て
広
域
圏
の
中
心
都
市
と
し

て
の
都
市
機
能
の充
実
を
期
し
て
い
か
な
け
れ
ばな
り
ま
せ
ん
。
中

で
も
調
和
の
と
れ
た産
業
の
発
展
、
特
に
工
業
の
振
興
と
道
路
等
の

都
市
基
盤
の
整
備
が緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
市
で
は
、
本
市
の
み
な
らず
津
軽
西
北
五
地域
広
域
市
町

村
圏
の
発
展
に
不
可
欠
な
事
業
を
と
り
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
そ
の

促
進
を
強
く
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
 

今
号
で
は
、
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
八
件
を
簡
単
に
紹
介
い
た
し

ま
す
。
 

砲
驚
端
熱
慧
欝
母
蹴
（
韓
 

縦
貫
し
て
い
る
た
め
、
交
通
量

の
増
大
に
対
処
し
き
れ
ず
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
を
き
た
し
、
市

民
の
み
な
ら
ず
西
北
地
域
住
民

の
生
活
や
産
業
の
振
興
に
ブ
レ
 

ー
キ
と
な
う
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。
こ
れ
は
、
都
市
防
災
上

か
ら
み
て
も
大
変
危
険
な
こ
と

で
す
。
 

そ
こ
で
、
乾
橋
上
流
約
ー
キ

ロ
H
の
地
点
に
橋
を
建
設
し
、
 

交
通
渋
滞
を
緩
和
し
よ
う
と
昭

和
五
十
四
年
度
か
ら
こ
の
事
業
 

（
県
が実
施
）
が
進
め
ら
れ
て
 
 

き
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
橋
脚

五
基
と
橋
台
一
基
が完
成
し
て

お
り
、
本
年
度
は
残
り
の
橋
脚

と
橋
台
を

一
基
ず
つ
建
設
す
る

ほ
か
、
 一
部
取
付
道
路の
施
行

に
も
入
る
予
定
で
す
。
 

そ
し
て
、
来
年
度
は
い
よ
い

よ
橋
桁
の
製
作
に
入
る
予
定
で
、
 

全
体
の
完
成
は
六
十
四
年
度
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

の
一
日
も
早
い
完
成
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。
 

昭和61年（1986年）6月1日 	 広報ごしよがわら 

国
道
三
三
九
号
は
、
藤
崎
町

か
ら
本
市
を
経
由
し
、
小
泊
村

方
面
に
至
る
津
軽
地
方
の
基
幹

道
路
で
す
が
、
道
幅
が
狭
く
カ
 

ー
ブ
も
多
い
。
ま
た
、
市
内
湊

の
国
鉄
五
能
線の
高
架
橋
で
は
、
 

そ
の
下
を
通
行
で
き
る
高
さ
が

制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、交
通

渋
滞
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
。
 

こ
の
路
線
は
、藤
崎
町
か
ら

鶴
田
町
ま
で
は
、
既
に
バ
イ
パ

ス
が
完
成
も
し
く
は
工
事
施
行

中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
 

五
所
川
原
、
鶴
田
間
の
バイ
パ

ス
を
早
期
に着
工
し
、
実
現
す

る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

交通のネックのーつである湊ガード 



（第616号） 広報ごしよがわら 
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田
川
、
三
ツ
屋
線
立
体
交
差
事
業
 

‘弓 

の工芸用加翼呆 I 

」
 

仮
主
目
森
地
域
開

発
 

事

業
、団

の

設
工
立
 

西
北
五
地
域
は
、
 

す
 
ー
 

で
 
一
 

ク
 

た
め
に
は
、
強
力
な
推
進
体
制

が
必
要
で
、
県
に

（仮
）
青
森

県
地
域
開
発
事
業
団
の
設
立
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

も
 
』
 
七

里
長
浜
港
の

喝
 
一
 
期

完
成
と
そ
の
 

．
 

後
地
の
開
発
、
 

，
 

森
地
域
テ
ク
ノ
 

《
 

リ
ス
の
促
進
、
一
 

》
 
 

川
工
業
団
地
会
 

喉
 
・
 
工

業
用
水
の
確
但
 

“
 
 
さ

ら
に
は
学
術
研
 

『
 
究

機
関
の
整
備
な
 

」
 
ど

重
要
課
題
が
力
 

《
 

積
し
て
い
ま
す
o
 

】
 

こ
れ
ら
を
早
胡
 

ー
ら
 

に
実
現
し
て
い
。
 

供給できることがあげられます。 

このため、県団地である漆川工業団地への 

良質の工業用水を安定的に 

企業誘致を推進していく うえでの重要な前 

提条科ニのーつに、 

立体交差化が急がれる

津軽鉄道との交差部 

競
唯
頑
舶
幽
縛競
 

港 
本
年
七
月
と
目
前
に
迫
った
 

東
北
縦
貫
自
動
車
道
の
全
通
、
 

来
年
夏
の

新
青
森
空

港
の
開
港

な
ど
、
本

県
に
お
け

る
高
速
交

通
体
系
の

整
備
が
進

み
つ
つ
あ

り
ま
す
。
 

こ
・っ
し

た
時
代
に

即
応
し
な

が
ら
、
半

島
振
興
法
 

 

.
 

，

・
 

粛

鷺

縦
吾
留
道

累

積

進
 

西
北
地
域
は
、
高
速
交
通
網

整
備
の
立
ち
遅
れ
から
、
人
ロ

の
減
少
、
過
疎
化
現
象
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
三
全
総
の
全
国

幹
線
交
通
体
系
構
想
で
明示
さ

れ
た
日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車

道
を
、
最
優
先
で
国
の
第
九
次

道
路
整
備
五
箇
年
計画
の
高
規
 
 

格
幹
線
道
路
網
計
画
に
組
み
入

れ
、
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
 

そ
の
ル
ー
ト
は
、
県
内
に
お
い

て
も
日
本
海
沿
岸
を
通り
、
本

市
を
経
て
終
点
を
青森
市
ま
で

と
す
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で

す
。
 

な
お
、
着
工
に
あ
た
っ
て
は
、
 

青
森
、
五
所
川
原
間
を
優
先
着
 
 

工
さ
れ
る
よ
う
併
せ
て
要
望
す

る
も
の
で
す
。
 

鎌
讐
 

に
基
づ
く
津
軽
半
島
の
地
域
指

定
、
青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
、
 

着
工
四
年
目
を
迎
え
る
七
里
長

浜
港
、
さ
ら
に
は
漆
川
工
業
団

地
等
の
好
要
素
を
生
か
し
地
域

振
興
を
図
る
に
は
、
高
速
交
通

網
と
短
時
間
で
連
絡
で
き
る
道

路
の
整
備
が
緊
急
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
浪
岡
イ
ン
タ

ー
 

チ
ェ
ン
ジ
、
新
青
森
空
港
と
国

道
一
〇
一
号
を
連
絡
す
る
ル

ー
 

ト
の
設
定
と
早
期着
工
、
併
せ

て
国
道
一
〇
一
号
の
整
備
促
進

を
要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

駅
東
部
を
走

る
都
市
計
画
街

路
3
・
3

・
1
 

号
は
、
既
に
県

道
福
山

、
五
所

川
原
線
の
鎌
谷

町
か
ら
津
軽
鉄

道
ま
で
の
区
間

が
完
成
し
、
供

用
さ
れ
て
い
る

市
の
道
路
網
上
、
 

大
変
重
要
な
路
 
 

線
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
路
線
は
現
在
、
 

国
道
三
三
九
号
と
接
続さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
そ
の
機
能
が
ほ

と
ん
ど
果
た
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
津
軽
鉄
道
と
の
交

差
部
を
立
体
交
差
化
す
る
と
と

も
に
、
国
道
三
三
九
号
に
至
る

ま
で
の
区
間
を
早
期
に
整
備
（
 

市
が
実
施
）
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
 

③昭和61年（1986年） 6 月1日 



暴力団追放運動中

馨置費る関イ系者 

（第616号）④ 広報ごしょがわら 昭和61年（1986年） 6 月 1日 

市発展のために協力したいと

挨拶をiボべる北村知事 

正しく使おう 

みんなの電波 

\ 

鵬 

6月 1 日

電波の日 

f 

す
難
 
建

設
大
臣
に
日

本
」
湖
胡
相
山斥
道
 

田
 
「
 市
で
は
五
月
八
日
、
日
 
表
し

て
田
沢
、
竹
内
両
代
議
士
 

早
い
完
成
を
陳
情
し
ま
し
た
。
 

印
冗

端
 
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道
 
も
同
行
し

ま
し
た
o
 

こ
れ
に
対
し
て
、
江
藤
隆
美
 

2
は
 大
橋
の
早
期
完
成
を
建
設
 
地

域
住
民
の
悲
願
と
も
な
っ
て
 

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
 

“
義
 
ノl
c
!
,
（
一
一
万
1
る
ーョ
，
 
j
j
ー
ー
く
j
ー
 

．
 

ー
一
、
】
ー
 
，
ー
‘
．ノ
ーI
 

ら
嬬
 
大
臣
に
陳
情
し
ま
し
た
。
 

い
る
「
日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
 

期
に
完
成
で
き
る
よ
う
努
力
し

こ
の
日
は
森
田
市
長
を
 
車

道
」
 
につ
い
て
は
、
そ
の
建
 

た
い
。
ま
た
日
本
海
沿
岸
縦
貫

は
じ
め
、
吉
岡
助
役
、
川
 
設

促
進
と
と
も
に
県
内
に
お
い
 

自
動
車
道
は
、
地
元
や
県
と
よ

浪
市
議
会
議
長
、
市
議
員
 
て
は

日
本
海
沿
岸
を
縦
貫
す
る
 

く
協
議
し
て
決
め
た
い」
と
応

合
わ
せ
て
二
十
三
人
が
陳
 
ょ

う
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、
 
え
て
い
ま
し
た
。
 

情
。
ま
た
、
こ
の
陳
情
に
 
六
十

四
年
度
完
成
予
定
で
あ
る
 

は
県
選
出
国
会
議
員
を
代
 
「

五
所
川
原
大
橋
」
 
の一
日
も
 

尽
い
 
、？
、
l

一
ロ・
“升
嘱
ブ
』

看

J
？
て，

1
 

青
（
界r
 

●
●
一L

《
年
ー

（1
【
・
一
 全
●
・r
●
《

k
1
 

と
五
所

川
原
大

橋
を

陳
情
 

佐
 
の
建
訟
勲

と
五
所
川
原
 
森
田
市

長
は
、
津
軽
西
北
五
 

建
設
大
臣
は
「
五
所
川
原
太
橋
 

市
で
は
五
月
十
二
日
、
青
森

市
内
の
ホ
テ
ル
に北
村
知
事
を

は
じ
め
、
山
内
、
岩
瀬
両
副
知
 

い
て
、
市
の
六
十
二
年
度
重
点

事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
、
事
 

排
暴
運

動
を

更
に

盛
り
上

げ
 

ー
決
起
大

会
と

パ
レ
ー
ド
を
行
う

ー
 

を
臓
ぐ
，
 

し
ま
し
た
。
 

説
明
会
で
は
、
ま
ず
森
田
市
 

長
が
 要
望
の
事
業
は
、
 

い
ず
れ
も
本
市
の
み
な
ら

ず
西
北
地
域
の
発
展
の
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
ば
か
り
で
す
。
県

の
特
段
の
ご
高
配
を
お
願

い
し
た
い
」
と
、
ま
た
北

村
知
事
が
 
「五
所
川
原
市

は
西
北
の
拠
点
都
市
で
あ

り
、
市
発
展
の
た
め
に
県

も
協
力
し
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
市
の
各
部
長
が

要
望
事
業
の
内
容
を
説
明
。
●
」
 

れ
に
対
し
て
、
県
の
各
部
長
か

ら
要
望
事
業
に
つ
い
て
回
答
が

あ
り
、最
後
に
北
村
知
事
が
「こ

れ
ら
の
事
業
が
、
で
き
る
だ
け

促
進
さ
れ
る
よ
う
関
係
方
面
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
」
と
総

括
し
、
説
明
会
を
終
わ
り
ま
し

た
。
 

な
お
、
市
で
は
こ
の
日
の
午

後
、
地
元
選
出
の
櫛
引
、
成
田

両
県
議
、
同
十
四
日
に
は
国

・

県
出
先
機
関
、
さ
ら
に
十
七
日

に
は
商
工
会
議
所
な
ど
の
団
体

に
対
す
る
説
明
会
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
、
理
解
と
協
力
を
お願

い
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
警
察
署
で
は
、
春

の
防
犯
運
動
さ
中
の
五
月
六
日
、
 

同
署
前
で
本
市
と
鶴
田
町
の
防

犯
協
会
員
、
防
犯
指
導
隊
、
少

年
補
遺
需
力
員
な
ど
の
協
力
の

も
と
に
、
約

一
八
〇
人
が
参
加

し
て
防
犯
決
起
大
会
を
開
く
と

と
も
に
、
市
内
と
鶴
田
町
を
車
 
 

十
台
で
防
犯
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。
 

決
起
大
会
で
は
、
小
野
雄
蔵

防
犯
協
会
長
、
相
木
秀
司
警
察

署
長
、
吉
岡
良
三
市
助
役
、
中

野
堅
司
鶴
田
町
長
が
「
防
犯
運

動
を
官
民
一
体
と
な
る
住
民
総

ぐ
る
み
の
運
動
に
盛
り
上
げ
、
 

明
る
い
街
を
つ
く
り
ま
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
、
福
士
孝

一
防
犯指
導
隊
長
が
大
会
宣

言
を
し
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
防
犯
パ
レ
ー
ド

に
移
り
、
途
中
、
暴
力
団
極

東
系
山
新
組
事
務
所
前
の
空

き
地
に
 
「暴
力
団
追
放
運
動

実
施
中
」
と
大
書
さ
れ
た
大

型
立
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
 

排
暴
運
動
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
 

事
や
県
の
関
係
部
長
な
ど
を
招
 
業

の
促
進
や
採
択
を
強
く
要
望
 

『
重
点
事
業
説

明
会
」
 

戸 

r
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福
祉
と

教
育
に

期
万
円
 

東
京
ビ
ル
f

ィ
 ノ
グ株
式
会
 
社

（
高橋
昭
夫
代
表
取
締
役
）
 東

京
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
閥
 

回
の
寄
付
に
先立
っ
て
三
〇
イ

ン
チ
の
大
型
テ
レ
ビ
を
五
台
寄

贈
さ
れ
、
市
で
は
、
こ
れ
を
図

書
館
や
西
北
中
央
病
院
な
ど
に

備
え
付
け
て
役
立
て
て
い
ま
す
。
 

同
社
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
市

に
図
書
館
や
あ
す
な
ろ
大
太
鼓

を
寄
贈
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
か

ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

社
会
福
祉
に

5
万
8
千
円
余
 
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
 

：
ー
』
 
！
手

？
 
四
日
、
市
役
所
を
訪
れ
社
会
 

さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
で
二
十
 

一
 

、
 
リ
 
に
佑
 
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
 

回
目
o
 

一、
ノ
A
「
讐
影
娼

八一
両
を
勲
記
 
議
で
は
、
こ
れを
市
社
会
福
 

一
，

ト

【
‘
岡
さ
 

会
会
計
の
辻
美
千
代
さ
ん
が
吉
 

祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に
預
託
 

一
 

！

吉
 
辻
 

可
カ

1又
こ
月
隻

下

l
ヒ
ノ

・
こo
 

ノ
ミ
 
「

二
o
 

岡
助
役
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

し
ま
し
た
。
 

る
 
茶
道

裏
千
家
淡
交
会
青
森
支
 

こ
れ
は
、
同
会
が
去
る
五
月
 

『
「
一
べ
多
 
れ
 

部
青
年
部
五
所
川
原
分
会
（
平
 

十
一
日
、
旧
平
山
家
で
慈
善
茶
 

難
一
）
 「
 
 
！『
 

さ
 

ー
・
ト
」
」
・
 

‘
J
 ・
 

ー
 
ー
‘
 

「」
一
 ・
編
『
．
 
・
麿
 

山
裕
子
分
会
長
）
で
は
五
月
十
 

会
を
催
し
た
際
の
益
金
を
寄
付
 

」
ザ
＞
バ
〔『
‘
 》
暁
 

ー
ロ

、

i
と
己

一・
い
L
ヒ
、；
 
ノ
ー

f
 
り
中

‘×
『
巨
。
一「
『
 

社
会

福
祉
に

5
万
円
 
結
醜
携

計

水
さ
ん
 

る

、
 
で
は
五
月
八
日
、
市
の
福
 

さ
。
 
も
と
あ
背
の
振
典
に
役
立
 

渡

役
 
て
て
く
だ
さ
い
と

一
〇
O
 

手
査
 
万
円
を
寄
付
、
森
田
市
長
 

脹
昨
郎
常
無
割
引影
 

に
濫
 
が
H
京
の
際
、
門
脇
謙
三
 

田
脇
 
取
り
ま
し
た
。
 

森
門
 

さ
ら
に
同
社
で
は
、
今
 

二、「電ln［コ 
己5じ叱ノ 1」（、こコ 言 生個会が 

狼
野

長
根
公
 

で
ご

み
拾

い
 

員 

五
東
高
 

五 

~ 
~ 

戸】 

岩
木
川
河

川
敷
を

清
掃

奉
仕
 

日
、
故
郷
で
結
婚
式
を
挙
げ
ら

れ
、
そ
れ
を
記
念
し
て
披
露
宴

会
費
の
一
部
を
寄
付
さ
れた
も

の
で
、
市
で
は
、
こ
れ
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

預
託
し
ま
し
た
。
 

園
 
す
。
 

観
 
一
」
れはm
携
湾
澄
 

電
サ
要
舞
危
護
海
」
 

拾
 
五

月
二
日
、
狼
野
長
根
公
園
 

「
み
 
と
周
辺
道
路
を
清
掃
奉
仕
し
、
 

r」
 
市
民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
 

馴
 
に
、

三
年
前
か
ら
生
徒
会
（葛
 

野
 
西

松
行
会
長
）
が
自
主
的
に

狼
 

清
掃
奉
仕
を
兼
ね
で
行
っ
て
 

す
稿
 
高
等
学
校
（
須
藤
安
一
校
長
 

る
注
・
っ
 
と
、
県
立
五
所
川
原
東
 

生
叫
三
五
九
人
）
で
は
五
月
十
日
、
 

滴
 
岩
木
川
河
川
敷
を
乾
橋
上流
 

」
塑
詔
認
躍
刻
「
 

て
清
掃
し
、市
民
か
ら
喜
ば

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
校
生
徒
会
J
 

R
c
が
自
主
的
に
計
画
を
組

み
、
実
施
し
た
も
の
で
昨
年

に
引
き
続
き
二
回
目
。
 

こ
の
日
は
、
春
季
炎
本
参

加
者
を
除
く
約
二
三
〇
人
が

リ
ヤ
カ
ー
、
 一
輪
車
、ご
み
 

さ
 

J
 
横
浜
市
に
在
住
の
船
水
富
士
 

灘
 ひ
男
熱
）
元剃
穿
喬
 

」
慧

出
身
）
弘
子
さ
ん
夫妻
は五
 

長
ん
 
月
七
日
、
市
役
所
を
訪
れ
社
会

部
さ
 

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
 

慧
 

五
万
円
を
寄
付
、
1
1
1

浦
新
一財
 

浦
る
 
政
部
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

三
れ
 

船
水
さ
ん
夫
妻
は
同
月
五
 
 

い
る
も
の
で
全
生
徒
が
参
加
。
 

清
掃
奉
仕
は
午
前
十
時
か
ら

約
二
時
間
、
六
班
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
、
空
き
缶
や
空
き
びん

紙
く
ず
な
ど
合
わ
せ
て
ビ
ニ

ー
 

ル
袋
六
五
個
分
を
収
集
、
あ
ま

り
の
多
さ
に
生
徒
達
も
驚
き
の

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

須
藤
校
長
は
、
 「こ
の
よ
う

な
奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
年
々

生
徒
達
の
自
主
性
が
高
ま
っ
て

き
て
お
り
喜
ん
で
い
ま
す
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

袋
な
ど
を
手
に
参
加
。
河
川
敷

を
三
列
横
隊
で
進
み
、
次
々
と

ご
み
な
ど
を
拾
い
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
収
集
し
た
ご
み
は
、
 

ご
み
袋
に
約
一
〇
〇
個
分
と
、
 

そ
の
多
さ
に
参
加
し
た
生
徒
達

も
あ
き
れ
て
い
ま
し
た
。
 

松
江
校
長
は
、
 「日
頃
サ
ッ

カ
ー
や
陸
上競
技
、
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
な
ど
の
練
習
に
こ
の
河
川

敷
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
生
徒
達
は
、
そ
の
恩
返

し
を
兼
ね
て
や
っ
て
い
る
ん
で

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

清
掃
活
動
を
通
し
て
社
会

達
 
奉仕
の
精
神
を
身
に
つ
け
よ
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学校

達
 
（
松
江
哲
男
校
長
 
生
徒
数
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の 五所川原市の財政状況を公表

します。 

五所川原市長 森田稔夫 

100% 

億 
円 
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110ー 
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-9 ー 
-7ー 
-5ー 
ーコ ~ 

-4 ー 
-3ー 
-2 ー 
- I ー 

9lど‘ 

9 6% 

73 4% 

く
ら
し

に
役
立

つ
 

簡
易
保
険

の
融
資
 

み
な
さ
ん
が

加
入
し
て
い
る

郵
便
局
の
簡
易

保
険
積
立
金
は

加
入
者
に
支
払

わ
れ
る
ま
で
の

間
に
、
公
共
の

利
益
に
な
る
よ

う
地
方
公
共
団

体
に
融
資
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

市
で
は
、
昭

和
六
十
年
度
に

次
の
事
業
に
融
 

資
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

〇
市
営
住
宅
建
設
事
業
 

〇
栄
小
学
校
建
設
事
業
 

〇
七
ッ
館
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
 

事
業
 

〇
第
一
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
 

業
 

〇
除
雪
機
械
購
入
事
業
 

〇
道
路
整
備
事
業
 

〇
農
山
漁
村
婦
人
等
活
動
促
進
 

対
策
事
業
（
五
所
川
原
市
農
 

村
婦
人
の
家
）
 

〇
農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
 

業

（
毘沙
門

一
長
富
コ
ミ
ユ
 

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
 

昭和61年（1986年） 6月1日 広報ごしょがわら （第616号）⑥ 

昭和61年 3 月31日現在 執行状況’”う 

ー般会計 

歳入歳出予算額13,006,408千円 

（繰越明許・逓次繰越を含む。） 

歳 入 

収入済額 lL055,016千円

収入率 85.0% 

897% 	B96%93 1%897% 	896% 

この 「五所川原市の財政」 は、市の

財政がどのように運営され、 どのよう

な状況にあるかを知っていただくため

に公表しているものでトす。 

今回は、昭和60年度予算の 3 月31日

までの執行状況を公表します。 

歳 出 

支出済額 11,685,972千円 
支出 率 89.8% 

ど％ 

民 土 教 

生 木 育 

費 費 費 

部
分
は

収
入
率
で

す
。
 

分
担
金
及
び
負
担
金

門
H
 使
用
料
及
び
手
数
料

背

財
 

産
 

収
 
入
 

n
。
地
方
譲
与
税
ほ
か
 

9.3% 

9 4% 
I 0% = 

地
 
方
 
交
 
付
 税

市
 

税

国

庫
 
支
出

金

市
 

債

諸
 

収
 
入

県
 
支
 

出
 

金
 

64.4% 93 1% 

95.3% 

98 .  9% 

I 0% 
~  

716% 

衛
 

生
 
費

農

林

水
産
業
費

公
 

債
 
費

総
 

務
 
費
 

災
害

復

旧
費

ほ
か
  

n
H
商
 
工
 
費
 

消
 
防
 
費
 

918% 
9 0％ ーー 

部
分
は
支
出
率

で
す
。
 



労働債 245.160 (2.8%) 

衛生債 285,182 は2%) 

消防債 181,845 (1.1%) 

民生債ほか 163,320 (1.8%) 
総務債 

379.054 (4.3%) 

災害復旧債 

383,151 (4.3%) 

都市計画税 91 .799 (2.9%) 

軽自動車税 ほか 36,423 (1.2%) 
電気税 H6.926 (4.6%) 

1,429.119 
(45 2% 」 

固定資産税 

1,146,888 
(36.2%) 

⑦昭和61年（1986年） 6月1日 
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中小企業退職金共済事業団 

212,060 (2.4%) 

全国市町村振興協会 

1 26,460 (1.4%) 

青森県 187.730 (2.1%) 日本柵害保険協会ほか 

137,355 (1.5%) 

グラフで見る ~ 五所川 
く昭和60年度予算 
特別会計の執行状況 

会 	計 	名 予 算 額 

（千円） 

収入率 

(%) 

山
山
 
％

古
（
 
く
 

率

、
？
 

国民健康保険事業勘定特別会計 3,030,662 85.4 83.2 

高 等看護学 院特別会計 53,217 8.0 89.3 

長者森平和公園造成事業特別会計 6.603 103.7 99.0 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1. 018 .603 42.9 84.2 

老 人 保 健 特 別 会 計 1, 479 .806 88.6 92.0 

市債の状況（一般会計） 
青森県市町村職員共済組合 

121,094 (1.4%) 

市税は納期限までに

納めましよう 

納 	期 限 
税 目 

1 	期 2 期 3 期 4 期 

市（県）民税 6 月30日 8月31日 10月31日 12月28日 

固定資産税 5 月30日 7月31日 9 月30日 11月30日 

国民健康保険税 7月31日 9 月30日 11月30日 12月28日 

お問い合わせは、市収納課（云⑩2111番 内

線 202番）へどうぞ。 

市税の負担状況 



7
月
1
日
か
ら
 

《
 

児
童
丁
当

一
特別
給
付
）
受

給
者
の
方
は
、

す
べ
て
毎
年

六
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま

で
の
間
に
、
現
況
届
を
市
福
祉

事
務
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
こ
の
現
況
届
は
、
受

給
者
の
前
年
の
所
得
の
状
況
と

六
月
一
日
現
在
の
養
育
の
状
況

な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
た
め
の
 

児
童
手
当
（
特
別
給
付
 

届
で
す
。
 

仮
に
、
こ
の
現
況
届
の
提
出

を
さ
れ
な
い
場
合
は
、
引
き
続

い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
 

六
月
分
以
降
の
児
童
手
当

（
特

例
給
付
）
の
支
払
を

一
時差
し

と
め
し
ま
す
か
ら
、
必
ず
提
出

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

現
在
受
給
者
で
あ
っ
て
、
今
回

の
改
正
に
よ
り
六
月
以
降
二
子
 

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
制
度
が
Jズ
ダ
上
＋

ト
し
ま
す
。
ぐ
わ
じ
ぐ
は
県
環
境
衛
生
課

へ
。
或
 

目
か
ら
該
当
に
な
る
方
も
、
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
提
出
期
限
 
六
月
二
十
日
（
 

六
十
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
の
あ
る
方
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）
 

▽
提
出
先

・
間
合
わ
せ
先
 
市

福
祉
事
務
所
児
童
係
（
“
⑩
一
一

一
一
一
番
 
内線
二
四
三
番
）
 

，

一
 

▽
対
象
者
 

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
後
、
診
査
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
人
 

冒
害

程
度
に
変
化
が
あ
り
、
 

障
害
程
度
等
級
の
変
更
、
ま
た

は
更
生
医
療
を
必
要
と
す
る
人

③
義
肢
、
補
装
具
等
の
新
調
、
 

ま
た
は
修
理
を
必
要
と
す
る
人

④
芽
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
る
た
め
診
査
を
必
要
と

す
る
人
 

⑤
そ
の
他
 
身
体
障
害
者
で

医
療
、
施
設
入
所
の
相
談
を
希

望
す
る
人
 身

勝
緯
害
者
の
巡
回
診
真
響
更
生
相
談
 

な
お
、
脳
卒
中
等
の
障
害
に
 

よ
る
人
は
、
発
病
後
三
か
月
以
 

上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。
 

▽
受
付
時
間
 
い
ず
れ
も
午
 

前
九
時
か
ら
十

一
時
ま
で
 

▽
診
査
科
目
と
日
程
 

耳
鼻
科
 
六
月
十
六
日
（月
）
 

市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

眼
科
 
七
月
一
日

（火
）
市
 

保
健
セ
ン
タ

ー
 

内
科
 
七
月
三
日
（
木
）
市
 

保
健
セ
ン
タ

ー
 

整
形
外
科
 
七
月
二
十
六
日
 

（
土）
市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

▽
注
意
す
る
こ
と
 

煙
縁
 

内
科
受
診
者
は
、
次
の
資
料

が
必
要
で
す
。
 

①
廻
去
の
診
療
記
録

（カ
ル

テ
）
、
ま
た
は
そ
の
写
し
を
持

参
す
る
こ
と
。
 

畏
月
臓
機
能
障
害
の
方
は
、
 

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
濃
度
、
尿

検
査
結
果
を
持
参
す
る
こ
と
。
 

同
岸
吸
器
、
循
環
器
障
害
の

人
は
胸
部
写
真
持
参
の
こ
と
。
 

④
国
民
健
康
保
険
等
の
保
険

証
を
持
参
す
る
こ
と
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所
福
祉
係
（
胃
⑩
二
一
一
一

番
内
線
二
一
〇
番
）
へ
どう
ぞ
。
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【
 

高等学校公開講座 
＠開設場所 五所川原高等学校 

0募集人員 40 人 
く》申し込みメ切 6 月 16 日（月） 
0申し込み先 市教育委員会社会

教育課（か⑩2 111番内線250番 

実施月 日 講 義 内 容 

6 月28日田 
開 	講 	式 

オリコ：，ンテ一ション 
（日程・講座概略説明） 

7 月 5 日田 
津軽ことばにあそぶ 

（音と映像） 

7 月19日田 
近代文学と津軽 

（講義・ビデオ） 

7 月26日出 
下之切通り（小泊街道） 
沿いの歴史 

（講 義） 

8 月23日田 
下之切通り（小泊街道） 
沿いの自然と産業 

（講義・スライド） 

8 月30日田 
津軽半島北部の地層 
（講義・ビデオ・スライド） 

9 月 7日田 

巡 検 
津軽半島を北上する 
五所川原ー十三湖一小泊 

（バス利用） 

9 月13日田 
巡検の補足とまとめ 

（講義・演習） 

9月20日田 
座 	談 	会 

閉 	講 	式 

消費告驚讐覧 
1 講座時間 

午前10時～午後 0 時30分 

2対象者 
(1）消費者問題に関心があり、学 

習意欲このある方。 
【 2）原則として継続学習可能な方。 

3受講申込先 
ハガキ又は、電話ーでお早めに、 

青森市本町二丁目 1 -16 (h0177 
⑩2763）青森県消費生活センターへ。 

4開催場所 
青森県消費センター研修室 

5受講料 無料 

年 月 日 フ一 	ー 	マ 

6 月12日困 流行の繊維素材と輪入衣料品 
―間題点と取扱い方― 

6月26日困 快適な老後のための住宅設計 

7 月10日困 80年人生の主役は女性？ 
―くらしの中に自分らしさを 

7 月24日困 消費者のための法律 

8 月28日困 消費者のための税金 
―ー相続税にっいて― 

9 月n日困 クレジット・トラプル 
==＝その便利性と危険性― 

9 月25日困 旅行トラプル、これで解消 
経済的で安全な旅のために一 

10月 9 日困 多様化する金融商品 
10月23日困 飽食時代の健康食品を考える 
n月 6 日困 保存食・素材としての缶詰 

河川や公園曾芳な昭『哩 
日毎に陽気も良く な

り、水辺や緑を求めて
自然に親しむ機会が多

くなってきました。 そ
れにつれて河川や公園
等に空カン、ビニール、 

紙くずが目につくよう

になりました。 
私達の大切な財産て’ 

ある公共施設を快適に
利用するため次の運動
に、 ご協力をお,願し、しュ

たします。 

⑨町内会、協会、 クラ
ブ等、組織ぐるみの

清掃運動。 

0弁当のカラや空カン

等は、指定された場
所に、捨場のない場

合は持ち帰る。 
0車からのポィ捨ては

絶対やらない。 

なお、 ごみ収集用の
ビニール袋についての

間合せは市衛生課（, 
国）2 111番 内線269番） 

又は都市建設課（内線 
225番）へどうぞ。 
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古 文 書
解読講習会 
レ日時 6 月21日田

午後 2 時～4 時

レ場所 

市歴史民俗資料館

研修室 

レ定員 25人 

レテキスト代 

1.000円
レ申し込み先 

市歴史民俗資料館 

(U⑩9555番） 

レ主催 

北奥文化研究会 

レ場所 

講演会 
市民のみなさん．ノ 

お誘いあわせてどう 
ぞ。 
レ日時 6 月12日迷 レ日時 6 月12日困

午前10時
レ場所 レストラン 

「藤吉郎」 
レテーマ 家庭園芸

のおはなし
レ講師 中畑勇先生 
（テレビでおなじ
みの家庭園芸研究
家） 

レ受講料 無料 
主催 フラワーシッ 

プ青森支部 

五
所

川
原

ろ

う

あ

協
会
 
~ 

口
口
手
話
講
習
会
 

新購入図書 

図圏囲回国囲国 
蒔田義昭さん（元町）から、小説新書版な 

ど390冊の寄贈がありました。 

大変ありがとうございました。 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 
女人津軽史 山上生介 乱灯江戸影絵 松本清張 

地場産業による町づくり 原田忠太郎 人間泉鏡花 厳谷大四 

青森県の教育 県教育庁 知らない劇場 阿刀田 高 

新釈津軽むかしこ ’関 政雄 いちばん太鼓 井沢 溝 

ジョーク哲学史 加藤尚武 宿 敵 上・下 遠藤周作 

癌患者の生を考える 武田文和 南部一撲の旗 小野寺公二 

塩べらし健康法 白木靖美 錆 北方謙三 

日本老農伝 大西伍― シュンポシオン 倉橋由美子 

現代音楽は怖くない 諸井 誠 いろいろな目 佐野 洋 

ゲートボール入門 藤原頼高 秀吉と武吉 城山三郎 

宇宙学講話 田原 澄 ぱんたらい 瀬戸内晴美 

佐 竹 物 語 長岐喜代次 日躍日と九っの短篇 連城三紀彦 

新釈青森県史 東奥日報社 われら人間コンサート 秋山ちえ子 

わ が 山 河 佐藤義男 円地文子紀行文集 円地文子 

津軽南部の民謡びと 山谷 工 脳死をこえて 藤村志保 

倭人の登場 森 浩一 失われた時を求めて マルセル 

学問へのt童け景 竹内 均 忍者丹場大介 池波正太郎 

アイヌ史断想 北構保男 貧乏同心御用帳 柴田錬三郎 

知 価 革 命 堺屋太一 魔剣青貝流 高木彬光 

時代風俗考証事典 林 美一 霧 の 翼 福本和也 

, 
住
宅
金
融
公
庫

の
ご
案
内
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人

住
宅
建
設
資
金
と
建
売
住
宅
購

入
資
金
の
申
し
込
み
受
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
け
窓
口

は
公
庫
業
務
を
取
り
扱
う
金
融

機
関
で
す
が
、
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り

の
公
庫
業
務
を
取
り
扱
う
金
融

機
関
、
又
は
住
宅
金
融
公
庫
仙

台
支
所

（
廿
〇
二
一
「一⑩
九
】1
1
 

一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 
 

▽
日
時
 六
月
二
十
二
日
（日
）
 

午
前
七
時
、
午
後
六
時
 

▽
コ

ー
ス
 
五
所
川
原
、
鶴
田
 

、
板
柳

、
碇
ケ
関
関
所
5
旧
矢

立
峠
、
相
馬
大
作
事
件
跡
、
小

坂
郷
土
館
、
小
坂
鉱
山
、
大
湯

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
、
十
和
田

湖
・
乙
女
の
像
、
板
柳
、
鶴
田
 

、
五
所
川
原
 

マ
集
合
時
間
・
場
所
 
午
前
六
 

市
民
に
手
話
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
聴

覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
き
ま
す
。
 

マ
日
程
 
六
月
四
日
、
九
月
十

七
日

（毎
週
水
曜
日
）
 

マ
時
間
 
午
後
六
時
三
十
分

、
 

八
時
 

マ
開
催
期
日
 
第
一
回
…
六
月

一
日
（日
）
、
第
一
面
…
七
月

六
日

（日
）
、
第
三
回
…
八
月

三
日

（日
）
 

※
以
上
い
ず
れ
も
午
前
六
時
」
1
 

十
分
出
発
。
 

第
四
回
…
十
月
十
二
日

（日
）
 

（
市民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
）
 

期
い
た
し
ま
す
。
 

▽
集
合
場
所
 
市役
所
前
お
祭
 

●
楽
し
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

り
広
場
 

す
る
た
め
T
s
マ
ー
ク
の添

▽
傷
害
保
険料
 
一
人
ニ百
円
。
 

付
さ
れ
て
い
る
整
備
車
で
ご
 

当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

参
加
く
だ
さ
い
。
 

▽
注
意
事
項
 

▽
連
絡
先
 
岩
谷
賢
司
さ
ん
（
 

・
雨
天
の
際
は
、
一
週間
延
 

寺
町

・
”
璽

ハ
六
六
一
）
 

▽
会
場
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
受
講
者
 
聴
覚
障
害
者
の
福

祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
し
、
 

将
来
手
話
奉仕
員
、
手
話
通

訳
者
及
び
ろ
う
あ
者
と
の
交

流
を
希
望
す
る
人
。
 

▽
受
講
料
 
無
料

（た
だ
し
テ

キ
ス
ト
代
四
百
円
）
 

時
五
十
分
 
中
三
デ
パ
ー
ト
前
 

曜
日
を
除
く
）
 

（
寓
本
町
）
 

マ
そ
の
他
 

▽
会
費
 
一
人
四
千
三
百
円
 

・
会
費
は
、
当
日
ご
持
参
く
 

昼
食
、
見
学
料
含
む
）
 

だ
さ
い
o
 

マ
申
し
込
み
先
 
青
森
県
歴
史
 

・
参
加
者
が
三
十
八
人
以
下

の
道
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
 

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
o
 

会

〇
一
七
＋む
一
〇
六
四
番
）
 

●
申
込
み
後
、
連
絡
な
く
当

マ
申
し
込
み
締
切
六
月
十
九
日
 

日
参
加
し
な
か
っ
た
場
合
は
会

マ
申
し込
み
受
付
時
間
 
午
前
 

費
を
全
額
い
た
だ
き
ま
す
0
 

八
時
三
十
分
、
午
後
四
時

（
日
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
服
部
聡
子

さ
ん

（
。
＠
八
四
一
八番
）
 

ま
た
は
一
戸
千
加
子
さ
ん

云
璽

ハ
九
〇
四
番
）
 

協
力
 
五
所
川
原
手
話
サ

ー
ク

ル
ひ
ま
わ
り
 

コ
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
 

ー
 

一
 

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
 
一
 



み施な⑩圏康載冒 
レ日 時 6 月27日③）午後 1日寺

レ場 所 市保健センター 

レ麟 師 横山 義弘先生 
（白生会胃腸病院長） 

ンテーマ 「大腸癌について」 

主催 北五医師会・市民保健協議会 

レ
レ
 

たばこは、市内から 
買いましょう 

マイルドセブン1箱（220円）につき、41円40銭

がたばこ消費税として市の収入になります。 

短
 

歌
 

五
所
川
原
短
歌
会

桜
散
る
風
情
を
眺
め
酌
み
交
わ
し
な

つ
メ
ロ
歌
い
心

わ
か
や
ぐ
 

和
田
 
秀
峰

古
寺
の
棟
の
つ
ば
め
の
巣
を
指
し
て
素
足
の
住
職
春
 

ま
ち
て
を
り
 

岩
谷
 
明
雄
 

「
ア
イ
・

ハ
ヴ

・
ア
・
ド
リ
ー
ム
」
 
と
書い
て
新
学

期
授
業
の
生
徒
ら
に
向
く
 
小
笠
原

俊
亮

鴬
の
鳴
く
声
き
き
て
昼
飼
す
る
山

の
小
川
の
水
の
甘

さ
よ
 

大
久
保
勘
「
一

書
の
道
に
手
を
染
め
て
は
や
二
十
年
は
る
か
仰
ぐ
も

雪
の
岩
木
嶺
 

山
上
 
和
美

残
雪
を
踏
み
つ
つ
こ
ご
み
摘
む
峡
の
流
れ
に
映
ゆ
る
 

五
月
の
空
は
 

関
 
喜
代
栄
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層園守あおgli自g 
マミー教室開催のお知らせ

赤ちゃんのために、2 日間で妊

娠中の食事、離乳食のすすめ方に

ついて学びます。 

お気軽においでください。 

D日時 l門 碧鯛曾午前0時30分～午後1時 
2 日目 7 月 9 日困 lmJ”、」。v/J II入‘”、」 

D場所 みどり町コミュニティセンター栄 

レ受講料 無料 

＞対象 妊婦さん20人（中毒症のない方に限る） 

レ申し込み期間 6 月 2 日⑤-26日困 

ー、 ＞申し込み先 市衛生課予防衛生係（ft 2111番内線 

268 番 ) 

乳幼児の健康診査 
ン場 所 市保健センター 

ン受付時間 午後1時～1時30分まで 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3 才児は尿検

査も行いますので、当日きれいに洗った小ビンに尿を入れ

てもってきてください。 

※注意 6 カ月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小児が

ん）の検査セットを配布します。 なお病気療養中（特に

伝染性の病気）のお子さんはご遠慮ください。また 1才 6 

カ月児、 3 才児健診の際には歯科診察もありますので特に

飲食は避けてください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 	容 

3 カ 月 児 S61年 3 月生まれ 7 月8日因 健康診査 

6 カ 月 児 S 60年12月生まれ 7 月15日因 健康相談 

1 	歳 	児 S 60年 6 月生まれ 7 月21日（月） 健康相談 

1歳 6 カ月児 S 60年1月生まれ 7 月22日因 健康診査 

3 	歳 	児 S 58年 3 月生まれ 7 月17日困 健康診査 

レお間い合わせは 

r 

どノ、回ー加 

「愛の献血」お願いします 

期 	日 時 	間 場 	所 

6 月10日因 

午前 
10時～11時 

マルカカサイ駐車場 
（本町） 

午後 12時 
~4時 

日立東部セミコンダクタ
津軽工場前（漆川） 

6 月24日因 

午前 
10時～11時 

市農協三好支所前 
（鶴ケ岡） 

午前 
11時15分～12時 大川商店前 	（藻川） 

無料巡回診療 

疾病の早期発見のため、無料巡回診療を 

行します。当該地区の方はお気軽にどうぞ。 

月 	日 地区名 時 	間 場 	所 医師名 

6 月 
18日困 朝日興隆 午後1時～ 

2時 
婦人ホ―ム 兼平 亘先生 

19日困 前田野目 午
 
後
 
時
 
一

2
  
時
  

前田野目 
公民館 白戸千之先生 

20日＠ 若 	山 午後1時～ 
2時 若山公民館 小笠原精樹 

先生 

25日困 共 	栄 午
 
後
 

2
 
時
 
一
 

3
  
時
  

共栄集会所 三上光次先生 

26日困 長 	橋 午
 
後
 
時
 
一

2
  
時
  

コミュニテイ
センター長橋 佐藤 実先生 

27日② 中 	泉 午
 
後
 

1
 
時
 
『
 

2
  
時
  

中泉公民館 対馬昭幸先生 

休日．夜間の急病はつ 
在宅医師の紹介は消防署へ 

容35-2O1 9番 
（救急医療部会） × 
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